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我が国の学術の発展・研究⼒強化に関
する検討委員会（研究⼒委員会）

山口 周（委員長）

（24・25期日本学術会議第三部会員）

現在までの活動の紹介

同委員会委員 学術会議物理学委員会副委員⻑ 腰原伸也

村上昭義，伊神正貫「科学研究のベンチマーキング2019-論文分析で見る世界の研究 活動
の変化と日本の状況-」，文部科学省科学技術・学術政策研究所，調査資料-284 

後退の始まり

  2000年代初頭以降に後退
  他の分野も似たような状況
  施策とは裏腹な関係
  当事者意識が希薄
  外的要因が理由か?

研究⼒（競争⼒）の後退

出版論文から見た理学工学系研究力(国際競争力）
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村上昭義，伊神正貫「科学研究のベンチマーキング2019-論文分析で見る世界の研究 活動
の変化と日本の状況-」，文部科学省科学技術・学術政策研究所，調査資料-284 

後退の始まり

大学
法人化大学院重点化 「選択と集中」

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

科学技術基本計画

CSTI創設

 2000年代初頭以降に後退
 他の分野も似たような状況
 施策とは裏腹な関係
 様々な原因説
 当事者意識が希薄

研究⼒（競争⼒）の後退

村上昭義，伊神正貫「科学研究のベンチマーキング2019-論文分析で見る世界の研究 活動
の変化と日本の状況-」，文部科学省科学技術・学術政策研究所，調査資料-284 

(1) 2000年代初頭以降に後退
(2) 他の分野も似たような状況
(3) 当事者意識が希薄

（実感がない）
(3) 多くは外的要因に理由を求める

後退の始まり

大学
法人化大学院重点化 「選択と集中」

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

科学技術基本計画

CSTI創設「後退」の原因は？ ← 自由度・柔軟性の喪失?
• 大学院重点化→小講座制から研究室制＋助手数減
• 大学法人化
• 「選択と集中」政策
• 科学技術基本計画
• 委任経理金→共同研究経費
• 企業の国内投資減
• 「競争原理」至上主義
• …
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委員会のねらいと進めかた （1）
(1)  「原因の解析」か「今後の施策」か？

• CISTI：10年の期間の施策⽴案・司令塔
• ⽇本学術会議：⻑期にわたる科学的解析・事実に基づく提⾔

(2) 科学的（情報⼯学・経済学）解析：2つのアプローチ
・多様な解析：時間遅れを含む複雑系

ブラックボックス モデル

施策
（⼊⼒） 情報工学的手法

（機械学習・深層学習）

研究成果の
インデックス

（論⽂・研究の
インパクト）

施策
（⼊⼒）

経済モデル

説明変数

研究⼒後退に関する著書
• 豊田長康：「科学立国の危機」

• 岩本宣明：「科学者が消える ノーベル賞が取れなくなる日本」

• 藤村正司：「なぜ研究生産性が失速したのか ―大学教員の現
在―」

• 林 隆之：「日本の研究パフォーマンスと研究実施構造の変遷」，
「大学の研究促進施策・環境が研究生産性に及ぼす効果に関す
る行動科学的分析」

• 山口栄一：「イノベーションはなぜ途絶えたか ─科学立国日本
の危機」

• 毎日新聞毎日新聞「幻の科学技術立国」取材班：「誰が科
学を殺すのか 科学技術立国「崩壊」の衝撃」

5

6



2022/6/25

「我が国の学術の発展・研究⼒強化
に関する検討委員会」活動の概要

(1) これまでの論点を整理：様々な出版、解析結果（原因説）、各省庁の審議
会・検討部会、CSTIなどの審議まとめ、報告書や審議内容、結論(⽇本学
術会議が発出した提⾔等を含む)を集積して解析
→ 専⾨家を集めた学術フォーラムを開催

(2) 科学者と学術コミュニティに対する⼤規模アンケート調査の実施：科学者
/コミュニティの現状認識、何が原因か？今後はどうすべきと考えるか？
など意⾒を問う

(3) 最新の科学的⼿法による解析：総論⽂数やTop1%論⽂のトレンドなどを
結果として、相互に関連しているファクタから独⽴した説明変数やそれら
の相関について誰もが納得できる科学的な解析を⾏い、何が原因だったの
かを明確化

(4) 聞き取り調査の実施：関連省庁や研究資⾦配分機関、⼤学・研究所等が国
際競争⼒の低下についてどう考えてどのよう施策をとってきたのか、それ
らに関する反省点を問う。できれば産業界からの意⾒も集約

(5) 有効な今後の施策提案

政府・関係省庁，CSTI等の政策の評価

政府に対する勧告

委員会の進めかた（25期具体的プラン）
(1)  留意点

• ⽇本学術会議の新しい取り組みとして⾼い注⽬度
• 市⺠・科学者コミュニティへの周知
• 会員・連携会員への迅速な情報公開と意⾒交換

(2) キックオフで盛り上げる（←報道とも連携）
• 学術フォーラムの開催（WG)

• ノーベル賞発表ウィーク（総会）前後に実施
• 多様な意⾒を⼀堂に集め議論（ネット公開）

• 会員・連携会員を対象とするアンケート調査（WG）
• 意識調査（継続的に階層的調査実施）← 当事者感覚・意識

(2) 科学的（情報⼯学・経済学）解析
• WGで専⾨的審議
• 広汎な学術会議の優れた⼈的リソースに期待：学術会議でこそ可

能な優れた解析
• 焦点を絞るための意⾒を随時募集
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学術フォーラム伊神⽒資料より
https://www.scj.go.jp/ja/event/2021/315‐s‐1211.html

学術フォーラム伊神⽒資料より
https://www.scj.go.jp/ja/event/2021/315‐s‐1211.html
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学術フォーラム伊神⽒資料より
https://www.scj.go.jp/ja/event/2021/315‐s‐1211.html

学術フォーラム川合⽒資料より
https://www.scj.go.jp/ja/event/2021/315‐s‐1211.html
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学術フォーラム川合⽒資料より
https://www.scj.go.jp/ja/event/2021/315‐s‐1211.html

終わりに（まだまだ途中経過しか報告できないことをもどかしく思いつつ）

（１）多くのデータ、解析結果が報告されてきている。

（２）⽇本の研究⼒問題は、そのプローブ指標も含め、かなり議論が集積されてい
る。（もちろん議論の余地はあるが）

（３）問題はそれをどのように、学全体を俯瞰する政策として、産官を説得し、実⾏
可能な（予算的にも執⾏に国⺠的共感が得られる）プランとするか、またその
波及効果を予測して、今後の我が国の知的⼒として発展が持続できる形にできる
か、模索が続いている。

しかし問題が極めて多岐、現在CSTIからの緊急諮問を中⼼に問題点を絞っての議論と、
⻑期的視点での今後の研究⼒強化の問題に分けて、議論の集約化を図るべく、⼭⼝委
員⻑を中⼼に（毎週のWGなど）奮闘中。
是⾮皆様のご理解と、国⺠説得のためのアイデア創出にご協⼒を！

CSTIからの緊急諮問（締め切り7⽉上旬）

政府においては、研究者が研究に専念できる研究環境を整備するため、貴会議との意⾒交換を踏まえ
「研究⼒強化・若⼿研究者⽀援総合パッケージ」(令和２年１⽉23⽇総合科学技術・イノベーション
会議)を策定し、取組を推進しています。
しかしながら、博⼠課程学⽣への経済的⽀援などはおおむね順調に進展している⼀⽅で、
・研究者の研究時間確保
・若⼿研究者のポストの確保
・博⼠号取得者のキャリアパス
については、進捗状況が思わしくないところです。

25

26


